
 1 

図１：前方後円墳各部の名称  

図２：竪穴式石室の模式図  

ぶ
ら
探
訪
４
６ 

潮
崎
山
古
墳
を
訪
ね
る 

 
 

 
 

古
代
史
部
会 

 

１
．
は
じ
め
に 

福
山
市
を
中
心
と
す
る
備
後
地
域
に
は
多
く
の
古
墳
が
あ
り
、

文
化
財
の
指
定
を
受
け
て
い
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
今
回
は
そ
の

中
か
ら
備
後
地
域
最
古
の
古
墳
を
訪
れ
ま
す
。 

 ２
．
古
墳
を
さ
ぐ
る
視
点 

(

一)
 

所
在
地 

(

二)
 

立
地 

一
般
に
前

期
古
墳
は
丘
陵
上
な
ど
高

い
所
に
築
か
れ
ま
す
。 

(

三)
 

墳
形 

①
前
方
後

円
墳
（
図
１
）・
②
前
方
後

方
墳
・
③
円
墳
・
④
方
墳

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

ヤ
マ
ト
王
権
と
の
政
治
的

な
関
係
の
強
弱
だ
と
す
る

「
前
方
後
円
墳
体
制
」
説
が
有
力
で
す
。 

(

四)
 

規
模 

(

五)
 

外
表
施
設
（
葺
石
） 

(

六)
 

外
部
施
設
（
埴
輪
） 

(

七)
 

埋
葬
施
設 

①
竪
穴

系
と
②
横
穴
系
が
あ
り
ま
す
。

竪
穴
系
の
埋
葬
施
設
に
は
、

石
材
を
積
み
上
げ
て
築
い
た

竪
穴
式
石
室
（
図
２
）
の
ほ

か
、
木
棺
を
粘
土
で
覆
っ
た

も
の
（
粘
土
槨
）
、
棺
を
そ
の

ま
ま
埋
め
た
も
の
（
直
葬
）
が
あ
り
ま
す
。 

(

八)
 

副
葬
品 

①
棺
内
遺
物
、
②
棺
外
遺
物
、
そ
し
て
③
施
設

外
遺
物
に
区
分
さ
れ
ま
す
。 

 

棺
内
遺
物
は
、
鏡
や
武
器
と
い
っ
た
権
威
を
象
徴
す
る
も
の
や

装
飾
品
が
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
棺
外
遺
物
と
し
て
、
鏡
な
ど
の

ほ
か
に
、
土
器
（
土
師
器
・
須
恵
器
）
な
ど
が
出
土
し
ま
す
。 

 
(

九)
 

築
造
時
期 

古
墳
の
年
代
に
つ
い
て
は
、
３
期
に
分
け
る

の
が
一
般
的
で
す
。
前
期
が
３
世
紀
半
ば
～
４
世
紀
後
半
、
中
期

が
４
世
紀
末
～
５
世
紀
後
半
、
そ
し
て
後
期
が
５
世
紀
末
～
７
世

紀
は
じ
め
と
な
り
ま
す
。 
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写真１：潮崎山古墳  

３
．
潮
崎
山
古
墳
の
概
要 

 
福
山
市
内
の
指
定
文
化
財
の
う
ち
、
最
も
古
い
古
墳
が
「
潮
崎

山
古
墳
」（
写
真
１
）
で
す
。
出
土
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
と
鉄
斧
が

県
の
重
要
文
化
財
（
考
古
資
料
）
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す 

(

一)
 

所
在
地 

福
山
市
新
市
町
大
字
相
方
字
汐
首
で
す
。 

 
(

二)
 

立 

地 
芦
田
川
の
右
岸
、
新
市
の
平
地
を
見
渡
せ
る
低

丘
陵
の
頂
上
部
（
標
高

約
七
十
ｍ
）
に
築

か
れ
て
い
ま
す
。 

(

三)
 

墳 

形 

現
存
す
る
墳
丘

は
、
直
径
約
一
七

ｍ
、
高
さ
約
二
ｍ

の
き
れ
い
な
円
丘

で
す
。 

そ
こ
か
ら
東
北

に
向
か
っ
て
幅
約

六
ｍ
、
長
さ
約
三

十
ｍ
の
細
い
尾
根

筋
が
続
い
て
い
ま

す
。
そ
し
て
、
こ
の
尾
根
筋
の
一
部
が
前
方
部
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
前
方
後
円
墳
と
判
断
し
ま
す
。 

(

四)
 

規 

模 

前
方
後
円
墳
と
考
え
れ
ば
、
全
長
約
三
十
ｍ
。
後

円
部
径
は
約
一
七
ｍ
、
高
さ
約
二
ｍ
。
前
方
部
幅
は
約
六
ｍ
で
す
。 

(

五)
 

外
表
施
設 

現
状
で
築
成
の
状
況
は
、
は
っ
き
り
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
葺
石
も
周
溝
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

(

六)
 

外
部
遺
物 

今
の
と
こ
ろ
埴
輪
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

(

七)
 

埋
葬
施
設 

竪
穴
系
の
埋
葬
施
設
で
あ
る
こ
と
は
確
実
で

す
が
、
詳
細
は
不
明
で
す
。 

な
お
、
こ
の
古
墳
に
つ
い
て
、
江
戸
時
代
の
地
誌
『
西
備
名
区
』

は
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
ま
す
。 

「
文
政
十
年
（
一
八
二
七

7

年
）
の
春
，
潮
崎
神
社
を
建
て
替

え
る
た
め
の
地
な
ら
し
を
し
て
い
る
時
，
長
さ
約
五
尺
，
横
三
尺

ほ
ど
の
自
然
石
が
現
わ
れ
，
こ
れ
を
裏
返
し
て
み
れ
ば
，
そ
の
下

に
石
灰
を
詰
め
た
石
室
が
あ
り
，
そ
の
中
に
あ
る
石
の
上
に
八
，

九
寸
の
丸
い
鏡
が
あ
っ
た
…
」
（
現
代
語
訳
は
福
山
市
Ｈ
Ｐ
）
。 

こ
の
こ
と
か
ら
、
埋
葬
施
設
に
石
材
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
は

確
実
で
す
が
、
竪
穴
式
石
室
の
天
井
石
だ
っ
た
の
か
、
石
棺
の
蓋

（
こ
の
場
合
、
石
棺
直
葬
で
す
が
）
だ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
。 

(

八)
 

副
葬
品 

こ
の
古
墳
か
ら
出
土
し
た
と
さ
れ
る
鏡
が
、
三
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写真２：三角縁五神四獣鏡  

角
縁
五
神
四
獣
鏡
（
個
人
蔵
：
写
真
２
）
で
す
。 

直
径
は
二
二
・
一

c
m

。
先
に
紹
介
し
た
神
社
の
建
替
え
中
に
発

見
さ
れ
た
も
の
で
す
が
、
鋳
出
が
き
わ
め
て
良
好
な
鏡
で
す
。 

 

背
面
中
央
の
紐
（
ち
ゅ
う
）
の
部
分
は
、
丸
い
形
の
円
座
紐
で
、

そ
の
周
囲
（
内
区
と
い
い
ま
す
）
に
道
教
由
来
の
神
や
霊
獣
の
姿

が
立
体
的
に
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
刻
ま
れ
た
神
や
霊
獣
の
総

数
が
「
五
神
四
獣
」
な
の
で
す
。 

外
側
に
は
外
縁
が
あ
り
、
そ
の

断
面
形
が
三
角
で
あ
る
こ
と
か
ら

「
三
角
縁
神
獣
鏡
」
と
い
い
ま
す
。 

ま
た
、
こ
の
鏡
と
同
時
に
出
土

し
た
と
伝
わ
る
鉄
斧
（
個
人
蔵
：

写
真
３
）
が
あ
り
ま
す
。
全
体
に

扁
平
な
板
状
で
、
頭
部
か
ら
刃
部

に
向
け
て
薄
く
な
っ
て
い
ま
す
。

長
さ
は
二
四
・
八
セ
ン
チ
で
す
。 

(

九)
 

築
造
時
期 

出
土
し
た
三
角
縁
神
獣
鏡
が
比
較
的
古
い
も

の
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
潮
崎
山
古
墳
は
、
備
後
南
部
の
最

古
の
前
方
後
円
墳
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

年
代
は
、
古
墳
時
代
前
期
。
四
世
紀
前
半
で
す
。 

(
十)

 

そ
の
他 

こ
の
古
墳
は
、
江
戸
時
代
に
掘
り
返
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
昭
和
五
三
年
に
測
量
調
査
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
測

量
図
（
図
３
）
に
よ
っ
て
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

写真３：鉄斧  
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４
．
終
わ
り
に
～
潮
崎
山
古
墳
が
語
る
も
の 

 
潮
崎
山
古
墳
の

特
色
は
、
一
点
目

「
前
方
後
円
墳
で

あ
る
こ
と
」
、
二
点

目
「
三
角
縁
神
獣

鏡
を
副
葬
品
と
す

る
こ
と
」
、
三
点
目

「
芦
田
川
下
流
域

の
最
古
の
古
墳
の

ひ
と
つ
で
あ
る
こ

と
」
で
す
。 

古
墳
は
さ
ま
ざ

ま
な
構
成
要
素
を

も
つ
墓
で
す
が
、

日
本
列
島
の
広
い

範
囲
に
同
じ
よ
う

な
特
色
（
定
型
化
）

を
持
ち
な
が
ら
築

か
れ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
、
「
定
型
化
」
（
墳
形
や
埋
葬
施
設
・
副
葬
品
な
ど
）
に

着
目
し
て
、
弥
生
時
代
の
「
王
墓
」
と
の
違
い
が
説
明
さ
れ
ま
す
。

し
か
し
、
潮
崎
山
古
墳
に
は
埴
輪
が
確
認
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
「
定

型
化
」
か
ら
外
れ
る
要
素
が
あ
る
よ
う
に
、
一
律
に
古
墳
を
定
義

す
る
こ
と
は
大
変
難
し
い
作
業
で
す
。 

 

む
し
ろ
近
年
は
、
古
墳
の
持
つ
「
階
層
性
」
に
着
目
し
て
、
墓

の
形
と
大
き
さ
に
身
分
秩
序
が
示
さ
れ
た
体
制
（
前
方
後
円
墳
体

制
）
が
主
張
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

潮
崎
山
古
墳
は
、
三
角
縁
神
獣
鏡
の
出
土
か
ら
、
神
辺
平
野
で

い
ち
早
く
築
か
れ
た
古
墳
で
あ
る
だ
け
で
な
く
、
前
方
後
円
墳
と

い
う
墳
形
を
取
る
こ
と
か
ら
、「
前
方
後
円
墳
体
制
」
に
加
わ
っ
た

有
力
豪
族
の
存
在
を
伝
え
る
遺
跡
と
評
価
で
き
ま
す
。 

神
辺
平
野
に
弥
生
時
代
の
「
首
長
墓
」
は
確
認
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
そ
の
中
で
、
い
ち
早
く
前
方
後
円
墳
体
制
（
と
と
も
に
、
鏡

を
媒
介
と
す
る
首
長
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
に
加
わ
っ
た
首
長
が

い
る
こ
と
。
こ
れ
が
こ
の
地
域
の
特
色
と
い
え
ま
す
。 
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図３：潮崎山古墳  墳丘測量図  


